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【
北
・
書
記
・
高
橋
伸
明
通

信
員
】
神
東
分
会
は
組
織
人
数

2
2
8
人
、
群
数
11
群
、
北
区

の
神
谷
・
東
十
条
地
域
に
あ
る

分
会
で
す
。

北
支
部
で

は
、
「
拡
大
月

間
こ
そ
組
織
強

化
の
時
」
を
み

ん
な
の
も
の
に
す
る
た
め
、
各

分
会
が
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。神
東
分
会
で
は「
組

合
員
感
謝
デ
ー
」
と
い
う
名
の

も
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
休
日
行
動

に
取
り
組
み
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

常
日
頃
の
訪
問
行
動
に
よ
っ

て
組
合
員
さ
ん
と
の
距
離
を
縮

め
、
来
て
く
れ
た
方
に
は
背
中

を
ポ
ン
と
叩
き
「
来
て
く
れ
た

の
、
あ
り
が
と
う
」
「
楽
し
ん

で
い
っ
て
ね
ー
」
と
気
軽
に
声

を
掛
け
ま
す
。

毎
月
第
4
日
曜
日
に
分
会
で

定
例
開
催
し
て
い
る
「
住
宅
な

ん
で
も
相
談
会
」
は
、
主
婦
の

会
が
中
心
と
な
っ
て
開
い
て
い

ま
す
。

夏
は
か
き
氷
、
冬
は
汁
物
な

ど
毎
月
賄
い
を
出
し
て
通
り
か

か
っ
た
方
へ
声
か
け
し
、
食
べ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
お
喋
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
方
と

の
対
話
の
中
で

は
、
ま
だ
ま
だ

東
京
土
建
を
知

ら
な
い
方
が
多

く
、
「
東
京
土
建
っ
て
何
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
な
の
」
と
聞
か

れ
ま
す
の
で
、
組
合
の
紹
介
や

住
宅
デ
ー
の
お
誘
い
、
未
加
入

者
の
確
認
や
、
私
た
ち
が
取
り

組
ん
で
い
る
憲
法
9
条
、原
発
、

ア
ス
ベ
ス
ト
、
消
費
税
の
こ
と

な
ど
社
会
的
な
問
題
に
対
す
る

運
動
の
こ
と
な
ど
も
話
題
に
し

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
話
を
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
「
リ
フ
ォ
ー
ム
ア

ン
ケ
ー
ト
用
紙
」
に
記
入
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。
住
所
・
氏
名

・
電
話
な
ど
記
入
し
て
く
だ
さ

る
方
し
な
い
方
様
々
で
す
が
、

こ
の
繰
り
返
し
で
小
さ
い
仕
事

が
入
っ
て
き
て
お
り
、
「
地
域

の
仕
事
は
地
元
の
職
人
に
」と
、

少
し
ず
つ
組
合
員
の
仕
事
確
保

へ
繋
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

組合員感謝デーで交流を深める

なんでも相談会は毎月開催

【
狛
江
・
書
記
・
小
田
井
穣
通

信
員
】
10
月
14
日
、
狛
江
市
役
所

前
市
民
ひ
ろ
ば
に
て
、
第
24
回
東

京
土
建
秋
の
住
宅
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
朝
に
雨
が
降
り
開
催
で

き
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
雨
が
あ
が
り
、
予
定
通
り
開
催

し
、
約
1
0
0
0
人
の
来
場
者
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仕
事
確
保
の
取
り
組
み
で
は
、

狛
江
市
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と

共
同
で
、
耐
震
診
断
助
成
の
宣
伝

に
向
け
て
電
動
の
耐
震
模
型
の
展

示
を
行
な
い
、
防
災
・
減
災
に
つ

い
て
は
、
泥
水
が
飲
み
水
に
浄
化

さ
れ
る
自
転
車
浄
水
器
の
実
演
を

行
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
10
件
の
住
宅
相
談
が
寄

せ
ら
れ
、
支
部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
会
員
へ
対
応
を
お
願
い
し
ま

し
た
。今
回
初
め
て
の
企
画
で
は
、

ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
の
乗
車
体
験

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
を

重
機
に
乗
せ
た
く
て
来
場
し
た
と

い
う
家
族
が
複
数
い
て
、
反
響
の

良
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

例
年
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
工

作
教
室
で
は
、
職
種
ご
と
の
特
色

を
生
か
し
た
内
容
を
準
備
し
、
造

園
コ
ー
ナ
ー
で
は
女
の
子
向
け
の

リ
ー
ス
装
飾
、
男
の
子
に
は
竹
の

水
鉄
砲
工
作
を
用
意
し
、
風
車
の

的
も
準
備
し
て
試
射
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

【
荒
川
・

書
記
・
船
橋

賢
一
記
】
第

24
回
荒
川
区

民
い
き
い
き

ま
つ
り
が
10

月
21
日
、
荒

川
区
役
所
前

公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
共
催
団

体
は
、
東
京

土
建
の
ほ
か

に
ほ
く
と
医

療
生
協
荒
川

診
療
所
、
荒

川
生
活
と
健
康
を
守
る
会
、
新
婦

人
荒
川
支
部
の
4
団
体
で
、
今
年

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
任

意
参
加
し
ま
し
た
。

好
天
に
め
ぐ
ま
れ
、
来
場
者
も

3
0
0
0
人
を
上
回
り
、
教
育
委

員
会
の
後
援
を
受
け
て
会
場
近
く

の
小
学
校
に
案
内
を
入
れ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
親
子
連
れ
が
例
年
に

な
く
目
立
ち
ま
し
た
。

包
丁
研
ぎ
は
午
前
中
長
蛇
の
列

で
4
0
0
丁
を
超
え
、
女
性
と
子

ど
も
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
客
足
を
止

め
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
ル
細
工

（
事
業
所
分
会
）
や
マ
イ
箸
つ
く

り
（
南
千
住
分
会
）
、
コ
ッ
パ
ト

イ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
み
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

住
宅
相
談
は
新
築
、
木
工
、
防

水
、
塗
装
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な

ど
14
件
あ
り
、
東
京
土
建
か
ら
の

参
加
者
は
1
7
5
人
あ
り
ま
し

た
。

泥水が飲み水に浄化される自転車浄水器

コッパトイは子どもに大人気

10
月
14
日
、
西
多
摩
支
部
で
は

防
災
フ
ェ
ア
を
支
部
会
館
に
て
開

催
。
要
員
・
来
賓
含
め
1
5
7
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

山
口
支
部
委
員
長
は
開
会
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
へ
の
大
工
派
遣
や
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
物
資
支
援
や
仮
設
住

宅
で
の
工
作
教
室
開
催
な
ど
、
こ

れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
被
災
地
支

援
を
紹
介
。
「
防
災
フ
ェ
ア
を
震

災
へ
の
備
え
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

取
り
組
み
内
容
は
、
初
期
消
火

や
応
急
救
護
、
煙
ハ
ウ
ス
、
起
震

車
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
他
、

耐
震
模
型
や
防
災
食
な
ど
の
展
示

な
ど
、
初
め
て
と
は
思
え
な
い
充

実
ぶ
り
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
シ
ェ
ル
タ

ー
の
展
示
・
解
説
を
行
な
っ
て
い

た
工
学
院
大
学
の
鈴
木
教
授
は
、

「
長
期
に
及
ぶ
避
難
生
活
で
は
、

衣
と
食
は
す
ぐ
対
応
で
き
る
が
住

は
ま
だ
不
十
分
」
と
、
こ
の
よ
う

な
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
機
会
は
重
要

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
倒
壊
家

屋
か
ら
の
救
出
訓

練
は
、
多
摩
西
部

支
部
の
渡
辺
副
委

員
長
指
導
の
も
と

事
前
に
2
回
行
な

っ
た
と
の
こ
と
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て

か
、
福
生
消
防
署

か
ら
は
「
完
璧
」

の
評
価
を
い
た
だ

き
、
ご
近
所
の
参

加
者
か
ら
は
、「
近

く
に
頼
も
し
い
味

方
が
で
き
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

【
共
済
会
発
】

働
け
な
く
な
っ
た

時
の
所
得
減
少
に

備
え
る
保
障
制
度

が
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

な
ど
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
ど
け
ん

共
済
会
で
「
所
得

サ
ポ
ー
ト
保
険
」

（
団
体
長
期
障
害

所
得
補
償
保
険
）

の
取
扱
い
を
開
始

し
ま
す
。

労
災
、
日
常
生

活
で
の
病
気
や
ケ
ガ
に
加
え
、

精
神
障
害
が
原
因
で
仕
事
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
の
所
得
の

減
少
分
が
、
仕
事
に
復
帰
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
最
長
70

歳
に
到
達
す
る
ま
で
補
償
さ
れ

ま
す
（
精
神
疾
患
は
最
長
2
年

間
）
。

1
カ
月
の
補
償
額
は
1
口
5

万
円
ま
で
、
最
高
5
口
加
入
で

き
ま
す
。
組
合
員
と
同
居
の
親

族
が
加
入
対
象
で
す
が
、
専
業

主
婦
や
学
生
な
ど
所
得
が
無
い

方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

25
％
の
団
体
割
引
が
適
用
さ

れ
る
他
、
総
合
共
済
の
給
付
が

あ
る
1
8
0
日
間
の
免
責
期
間

を
設
け
る
こ
と
で
、
非
常
に
安

い
掛
金
を
実
現
し
ま
し
た
（
介

護
医
療
保
険
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
）。
掛
金
は
月
払
い
で
、

毎
月
指
定
口
座
か
ら
の
引
き
落

と
し
、
毎
年
自
動
更
新
で
す
の

で
安
心
で
す
。

制
度
（
補
償
）
開
始
は
2
0

1
9
年
3
月
1
日
か
ら
。
加
入

手
続
き
は
支
部
備
え
付
け
必
要

書
類
を
12
月
27
日
ま
で
に
担
当

代
理
店
に
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

倒壊家屋からの救助訓練は本番さながら

求

人

防
災
・
減
災
ア
ピ
ー
ル

所得サポート保険の取扱開始所得サポート保険の取扱開始

狛江

１０

名物分会名物分会

住
宅
ま
つ
り
に
１
０
０
０
人

ファイルファイル

北
支
部
神
東
分
会

初
の
防
災
フ
ェ
ア

西多摩

第
４
日
曜
は
相
談
会

消
防
署
か
ら
も
高
評
価

賄
い
出
し
て
地
域
に
発
信

包丁研ぎは大行列
４団体共催でいきいき祭

荒
川


